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日中関係を安定させる 10 のヒント 
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北京、上海、広州、重慶など中国滞在 25年。瀬野さんは中国共産党や政府関係

者だけでなく、民間企業家や庶民を含めた幅広い交流で中国の実情を肌感覚で捉

えてきた。「お互いに褒め合う」「難しい問題は詰めない」「ほどよい距離感を保つ」

など瀬野さんが日中関係を長期的に安定させるための「10のヒント」として取り

上げたテーマはどれも平易で、効果的かどうか疑問に思う人もいるかもしれない

が、長い中国観察に基づいたものだ。日中が対立する尖閣諸島問題では日中平和

友好条約締結当時、鄧小平氏が用いた「擺一下」という言葉は日本語の棚上げと

はニュアンスが異なり、目の見えるところに置いておき、触れないという意味だ

と指摘し、双方にこの問題に触れないでおこうという暗黙の了解があったのでは

ないかという見解を示した。これも実体験に基づく、肌感覚だろう。瀬野さんは

回答が必ずどこかにあると思って結論を急ぐより、難しい問題は詰めずに横に置

いておこうというのが「アジアの知恵」だと話す。対中外交を考える上で、忘れ

てはならない警句と受け止めた。 
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司会：坂東賢治・企画委員（毎日新聞編集編成

局次長） それでは、時間になりましたので、「中

国とどうつきあうか」というシリーズの 3回目に

なります。 

前回は、日本に長くいらっしゃる中国人の方と

いうことで、段躍中さんに来ていただきましたけ

れども、今回は、中国に長くいらっしゃった日本

人の方ということで、前重慶総領事の瀬野清水さ

んに来ていただきました。 

瀬野さんは、1975 年に外務省に入省され、直

後に香港中文大学、北京語言学院、遼寧大学で語

学研修をされたそうです。 

 香港のときに毛沢東死去の報を聞き、北京に着

いた直後に四人組逮捕というような状況で仕事

を始められたというふうにお聞きしました。 

 その後、北京、上海、香港、広州、重慶等での

外交官生活の中で、25 年にわたって中国で過ご

されて、改革開放の前と後についても実体験をさ

れているということです。 

 昨年 3月に重慶の総領事を最後に、外交官を退

官されまして、日本に戻ってこられたということ

です。きょうは、その貴重な体験についてぜひお

話をお伺いしたいということで、来ていただきま

した。 

 これからお話をいただきまして、それから若干

の質疑応答をしたいと思います。司会は、毎日新

聞の坂東が担当させていただきます。それでは、

瀬野さん、よろしくお願いします。 

 

 瀬野清水・前重慶総領事 皆さん、こんにちは。

ただいまご紹介にあずかりました瀬野清水と申

します。 

 本日は、日本記者クラブという 40 年を超える

歴史と伝統のある、鋭い質問と突っ込みで“泣く

子も黙る”と言われる日本記者クラブにお招きい

ただいて、大変光栄に思っております。本当にあ

りがとうございます。 

 日本記者クラブは、私が申し上げるまでもない

のですけれども、日本の主な新聞、放送、通信各

社が資金を出し合って自主的に結成した日本で

ただ一つのナショナル・プレス・クラブです。 

 本日は、そういうところにお招きいただいて、

また、最近では安倍総理とかアウンサンスーチー

さんも座られたというこの席に私のような者が

座っているのを不思議に思っておりますけれど

も、たぶん記者クラブのどなたかが、このあたり

で瀬野の話も聞いてみようと推薦してくださっ

たに違いないので、その方に心からお礼を申し上

げる次第です。 

 お聞きのとおりで、ちょっと声がかすれている

のは風邪を引いているせいで、お聞き苦しいとこ

ろはどうぞお許しください。 

 ことしは、日中平和友好条約の締結から 35 周

年に当たっておりますが、その条約批准書交換の

ために来日された鄧小平副総理も、35 年前には

この席でお話をされております。 

 条約が正式に発効したのは、1978 年 10 月 23

日のことでありました。この 10月 23 日には私に

とって特別の思いがあります。 

 日本ブームの上海で運転免許を取得 

 個人的な話で大変恐縮ですが、その当時、私は

上海総領事館に勤務していて、週末や休憩の時間

を利用して車の運転を学んでいました。 

 78 年当時、上海で運転免許を取る外国人は前

例がなくて、おそらく私が第一号ではなかったか

と思いますが、当時の規則では、運転練習を始め

て半年後にようやく受験資格が生まれて、そこで

不合格になると、さらに 3カ月練習して、3カ月

後にまた不合格になれば、さらに 3カ月練習する。 

 3 回不合格になると、この人は永遠に運転の適

性がないと判断されて、受験資格を失ってしまう

という試験でありました。 

 私は 2回失敗して、いよいよ 3度目で、後がな

いというときに一計を案じて、最後の試験に選ん

だ日が 78年 10 月 23 日でありました。 

 当時は、鄧小平が訪日して、新幹線や高速道路

や高層ビル群などの様子が連日テレビで放映さ

れて、敗戦で焼け野原になったはずの東京が目を

みはるような発展を遂げている様子に、中国の

人々も目をみはっていたころでした。 

 山口百恵さんとか、栗原小巻さんとか、中野良

子さんといった方が出演される映画が上映され

て、非常に日本ブームが沸き上がっていたころで、

誰もが10月23日には条約が発効するのだという

ことを知っている状況でありました。 

 不合格の原因になっていたのがこの問題であ

ります。（スライド 2～6）この黒い線の四角は、

長さが自分の運転している車の 1.5 倍の正方形

の枠で、その 1カ所だけ、握り拳ぐらいの小さな

隙間を両脇にあけた空間から車をゆっくりと入

れて、1度前進させて、次に 1度後退して、次に

2 回目の前進をして、次に 2 回目の後進をして、

入ったところから出てくるというものでした。非
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常に厳しくて、この間にどこかにゴツッと当てる

と、その時点で失格になります。 

 いつもここで私は失敗をしていたので、「きょ

うの日を選んだのはどうしてだかわかるか」と試

験を受ける前に試験官に言いました。その試験官

は中国の方ですが、とてもよくできた人で、「わ

かった。皆まで言うな。きょうは日中平和友好条

約が発効するおめでたい日だ。日中友好のために

枠を広げてあげるよ。そのかわり、日中友好のた

めに事故だけは起こすんじゃないよ」と言って、

大型トラック並みの大きな枠に広げてくれて、無

事に合格することができたのです。 

 その免許証を日本で切り替えて、いまでも日本

で運転しているのですが、いつも車を運転すると

きには、「日中友好のために事故だけは起こすん

じゃない」というその言葉がよみがえって、いま

だに無事故で運転しております。 

 その当時は、「日中友好」とさえ言えば、でき

ないことでもできたような、のどかと言えばのど

かな時代でありました。 

「棚上げ」と異なる中国語のニュアンス 

さて、条約発効 2日後の 25日に、「未来に目を

向けた友好関係を」というテーマで鄧小平副総理

の記者会見がこの場所で行われております。その

中で鄧小平さんはこのように話しています。 

 「覇権主義反対ということは、中日平和友好条

約の中の核心であります。私たちはアジア太平洋

地域の平和と安全を求め、世界の平和と安全を求

めております。それを求める以上、覇権主義に反

対しなければなりません」 

 さらに、尖閣諸島の質問に関連して、「こうい

う問題は、一時棚上げしても構わないと思います。

10 年棚上げにしても構いません。我々の、この

世代の人間は知恵が足りません。次の世代は、き

っと我々よりは賢くなるでしょう。そのときは必

ずや、お互いに皆が受け入れられるよい方法を見

つけることができるでしょう」といった大変重要

なお話をされました。 

 先日、在京の中国大使館の政治部の方とお会い

する機会があって、その人は、たまたまこの鄧小

平の記者会見の場に通訳として居合わせていた

人だそうですが、その人の記憶によれば、「10年

間棚上げにしても構わない、いまの世代の人間は

知恵が足りないので、次の世代は、きっと我々よ

り賢くなるでしょう」というお話をされたときに、

拍手が沸いたとお話をされておりました。 

 今回、日本記者クラブにお招きを受けた機会に、

あらためて鄧小平氏のこのときの記録に目を通

しました。尖閣諸島の問題について、鄧小平氏は

このように述べています。 

 「中日国交正常化の際も、双方はこの問題に触

れないということを約束しました。今回、中日平

和友好条約を交渉した際もやはり同じく、この問

題に触れないということで一致しました」と話さ

れております。 

（スライド7）このときの「触れない」という

意味で、鄧小平さんは2回とも「不渉及」という

漢字を使っております。中国語では「ブショーチ

ー」と言います。 

（スライド8）また、「こういう問題は、一時棚

上げにしても構わないと思います。10年棚上げに

しても構いません」ということで、「棚上げ」と

いう言葉を2回繰り返されておりますが、そのと

きの鄧小平さんの話した中国語「擺一下」は、日

本語では「ハイイッカ」と読むのでしょうか。中

国語では「バイイイシャー」と言いますが、その

言葉を2回使われております。 

 初めの「不渉及」という言葉は、「触れない」

という日本語の意味で通じるのですけれども、

「擺一下」を「棚上げにする」というのは、間違

いではないのですが、その前の日中国交正常化の

ときに、周総理が、「この話題は横に置いておき

ましょう」と言うときに、「放一放（ファンイフ

ァン）」と言われて、鄧小平さんは「擺一下」と

言われた。「放一放」と「擺一下」の言葉のニュ

アンスは、「棚に上げる」という日本語のニュア

ンスとは少し違ったものがあるのではないかと

感じた次第です。 

 日本語では「大事なものを神棚に上げておく」

とか、“棚からぼた餅”といった言葉があるおか

げで、「棚に上げる」というのは、何か大事なも

の、誰かに知られたくないものを置いておくイメ

ージがあって、それが思いがけないときに落ちて

きた。ネズミが走って落ちたとか、地震で落ちた

とか、2階が騒がしくて、その振動で落ちたとい

う、上から思いがけないときに落ちてくるような

イメージがあります。 

 それは、棚に上げたものは人目に触れにくくて、

時間がたったり、人がかわったり、政権がかわっ

たりすると、忘れ去られてしまうことがあるとい

うイメージです。 

 今回の島をめぐる問題も、昨年 4月の石原慎太

郎前都知事の発言で思いがけないときに落ちて

きたような感じがしますが、この問題は、棚に上

げるのではなくて、「いつも目に届く、そばに置

いておく」、「目に見えるところに陳列しておく」
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というのが本来の意味ではなかったかと思って

おります。 

 「擺一下」の「擺」というのは、陳列するとい

う意味があります。放一放の「放」も、ちょっと

横に置いておきましょう、その話をいま持ち出す

と、条約締結とか国交正常化がうまくいかないの

で、その話はちょっと置いておきませんかという

ぐあいのニュアンスです。それは、棚の上に大事

に置いておくものではなくて、いつでも目にとま

るところに置いておいて、だけど、それには触れ

ないでいましょうというのがこの意味ではなか

ったかと思います。 

 話は少し横道にそれましたけれども、鄧小平さ

んのお話もさることながら、その席で司会を務め

ておられて、後に共同通信社の社長となられた酒

井新二、当時の日本記者クラブの理事長の冒頭の

ご挨拶も、いまに通じる大変重要なお話であった

と思っております。 

 引用が少し長くなりますが、次のようなお話で

ありました。 

 「現在、日中平和友好条約の批准書が交換され、

日中間には非常に友好の空気が盛り上がってい

ますけれども、『友好は得やすく理解は難し』と

いう言葉がありますように、いたずらに日中友好

の熱に浮かされることなく、真の相互理解を深め

ることが非常に大事だと思います。その役割は、

まさに我々ジャーナリストのものだと考えてい

ます。今日の記者会見もその一環です」というお

話でした。 

 日中平和友好条約から 35 年、国交正常化から

数えれば 41 年目の今日、条約の名前にうたわれ

ている「平和友好」とはほど遠い冷え込んだ関係

になるとは誰も予想しておりませんでしたが、友

好は得がたく、理解はさらに難しと言っていいほ

どのこういう時期であるからこそ、少しでも中国

に関係した人間の果たすべき役割は大きいと自

戒しているところです。 

 初めに、なぜ私が中国に 25 年もいることにな

ったのか、中国と関わることになったきっかけを

お話しさせていただいて、その後に、仲良くつき

あっていくために欠かせない 10 のヒントをご紹

介させていただきたいと思っています。 

 先ほど坂東さんのご紹介にもございましたと

おり、私は 1975 年に外務省に入省以来、昨年 3

月に定年退職するまでの37年間のうちの25年間

を中国で生活しておりました。 

 

 戦争写真から中国に関心 

中国への関心は、高校 2年のころに偶然目にした

ある新聞社が発行する写真雑誌でありました。そ

れは、日本側の従軍カメラマンが撮影した日中戦

争当時の日本軍の中国大陸での残虐な行為の写

真で、いずれも当時は公表を不許可とされていた

ものが公表されることになって、発行された写真

集でした。 

 逃げようとしている中国人を後ろから追いか

けざまに刀で斬りつけて、首が宙に浮いているよ

うな写真など、戦争はいずれの時代でも、いずれ

の国であっても悲惨で残酷なものですが、誰もい

ない放課後の図書館でそうした写真を見て、大変

大きな衝撃を受けました。 

 こうして殺されていった人にも母親や兄弟が

いるに違いなく、いまの中国の人たちは日本のこ

とをどう思っているのだろうか、いまでも日本に

対する恨みが残っているとしたら、どうしたらそ

れを乗り越えることができるだろうかと考える

ようになり、中国語を勉強して中国に行こうと思

い立ちました。 

 自分が中国に行ったからといって何の役に立

てるとも限らなくて、何ができるか見当もつかな

かったのですが、とにかく行って自分でできるこ

とをしようと思ったのです。 

 外国語と言えば、英語やドイツ語が主流の時代

に中国語を学ぶというのは、変わり者にしか見ら

れない上に、中国語を学んでも中国へ行く方法は

見当たらない時代でした。 

 日中間の国交正常化も当時はまだできていま

せんでしたので、いずれ国交が正常化して、真っ

先に中国に行く人がいるとすれば、それは外務省

の関係者かもしれないと思って、1975 年に外交

官試験を受けて、何とか外務省に入れていただい

たのです。 

 初めて中国に足を踏み入れたのは、1976 年 9

月。この年は 1月に周恩来総理、7月に朱徳全人

代委員長、9月には毛沢東主席などが相次いで死

去し、その間に 24 万人の犠牲者を出した唐山大

地震や、四人組逮捕や、華国鋒体制の発足、また、

鄧小平さんの3度目の失脚と復活など激動の1年

でした。 

 文化大革命末期に北京に赴任 

最初の赴任地は北京にある大使館でしたが、そ

の後、上海と香港の総領事館に転勤して、いった

ん帰国、6年の本省勤務の後、六四天安門事件直
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前の 89 年から広州総領事館、北京大使館、上海

の総領事館を回って、2001 年に 2 度目の帰国。

そして 2006 年に 3 度目の赴任として広州、重慶

の総領事館で勤務をして、薄熙来さんという当時

の重慶書記の失脚と同時に私も定年退職をした

という次第です。 

 中国での滞在は 25年でしたが、79年から始ま

った中国の改革開放政策による大きな変化の中

で、大きく変貌を遂げていく中国の前と後、ビフ

ォーとアフターの両方を中国の中から中国人と

共に観察できたということが非常に大きな財産

であり、外務省に対してとても感謝しているとこ

ろです。 

 いよいよ本題に入りますけれども、きょうのテ

ーマは、「中国とどうつきあうか」ということで

すが、さすがに「日中友好」と叫べば全てがうま

くいくような時代はもう過ぎてしまいました。 

 きょうは、中国での長い生活と勤務の経験を踏

まえて、中国と長期安定的におつきあいするため

の 10 のヒントについて、お話しさせていただき

ます。 

 国と国の関係といっても、結局は人と人の関係

に帰着しますので、人との円満なつきあい方、ま

た、夫婦円満の秘訣のようなつもりで聞いていた

だいて、そこから何かヒントになるお話があると

すれば、望外の喜びとするところです。 

 人の嫌がることはしない 

（スライド 9）ヒントその 1は、人の嫌がるこ

とはしないということです。 

 『論語』の中にも「己所不欲，勿施于人」とい

う言葉が出てきます。 

 仲良くつきあう、長期安定的につきあうには、

何よりも相手の嫌がることはしないことです。 

（スライド 10）では、自分は嫌がることをし

ているつもりはないのに、相手が嫌がることばか

りしてくるときはどうすればいいかというとき

に、渡辺淳一さんの『鈍感力』という本の中に回

答があるような気がいたしました。 

 「どうして相手がそういうことをするのか、暢

んびりゆっくり考えて、相手の気持ちを察してや

る。この心の広い鈍さこそ、生きていくうえでの

大きな力となっていくのです」 

 相手の気持ちを察してやる、相手がどうしてそ

ういうことをするのか、それをのんびりと考えて

あげるというゆとりであり、思いやりであり、心

の広い鈍さというのを渡辺淳一さんは“鈍感力”

と言っております。 

 お互いに褒め合った共同声明 

 （スライド 11）ヒントの第 2 は、お互いに褒

め合うことです。夫婦も同じですけれども、長く

夫婦を続けていると、当たり前のことになり過ぎ

てしまって、褒められることに飢えてしまいます。

日中関係も同じで、お互いにけなし合っている時

間が長く続けば、もう相手の顔を見るのも嫌にな

ってしまって、自信も失ってくる、醜いところし

か目につかなくなってまいります。 

 そういうときに、悪いところは、見えていても

見ないふりをして、いいところを見つけて褒めて

あげる。お互いに褒め合うということがとても大

事なのではないかと思います。 

 日中関係では、2008 年の戦略的互恵関係を掲

げた共同声明が胡錦濤さんと福田康夫総理との

間で結ばれておりますけれども、2008 年の日中

共同声明がほかの 3 つの政治文書と大きく異な

っている点は、初めてお互いを褒め合ったという

ことです。 

 その共同声明の中では、「日本側は、中国の改

革開放以来の発展が日本を含む国際社会に大き

な好機をもたらしていることを積極的に評価し

た」と 1979 年に始まった改革開放政策の成果を

たたえています。 

 これに対して、「中国側は、日本が、戦後 60年

余り、平和国家としての歩みを堅持し、平和的手

段により世界の平和と安定に貢献してきている

ことを積極的に評価した」と戦後の平和国家とし

ての歩みを褒めております。 

 また、2008 年の共同声明では、政治的信頼関

係を増進させる方法として、毎年 1回の首脳によ

る相互訪問の実現、安全保障分野のハイレベル相

互訪問の強化をうたっておりました。 

 後にもう一度触れますけれども、共同声明での

年に 1回の首脳の相互訪問というのは、強制力が

なかったために、両国の関係が悪くなると相互訪

問も途絶えてしまいます。 

 （スライド 12）中国には「人敬我一尺、我敬

人一応丈（人我を敬すること一尺なれば 我人を

一丈敬せん）」という言葉があります。自分のこ

とを少しでも尊敬してくれる、敬意を表してくれ

るのであれば、自分は相手に対してその 10 倍を

もって返すでしょう。礼には礼をもって返しまし

ょうという言葉です。これは『孝経』という書物

に出てくる孔子の言葉であります。 
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 朝貢貿易というのは、この考え方がもとになっ

て、こちらが持っていった貢ぎ物の 10 倍くらい

のものが向こうからもらえるので、それをほかの

人たちに売れば、往復の旅費だけではなくて、大

変な収入が得られたということで、朝貢貿易が成

り立っていたと聞いております。 

 中国の伝統的な考え方は、誰かが自分のことを

尊敬してくれれば、自分はその 10 倍返すでしょ

うという礼の思想であります。 

 褒めるというのは、その意味で、お金が要るわ

けでもなくて、いいと思うところをたくさん見つ

けて、そこを褒めて褒めて褒めちぎっていく。そ

ういうことの積み重ねによって両国の関係は、

徐々によくなっていくのではないかと思ってお

ります。 

 日中共同で世界に貢献しよう 

（スライド 13）ヒントその 3 というのは、一

緒になって誰かのためになることをしようとい

うことです。一緒になって誰かのためにするとい

うのは、例えば夫婦の場合ですと、ペットを飼っ

ている夫婦は離婚率が小さいと言われています。

なぜかというと、ペットが間にいることで、奥さ

んの不満とか愚痴をペットに向かって言えば、直

接旦那さんに言わなくて済む。 

 中国でも「指桑罵槐」という言葉があります。

「桑の木を指して、槐の木をののしる」という意

味ですけれども、直接相手を罵るとけんかになる

ので、桑の木に向かって不満をぶちまけるという

考え方が中国にはあるのです。夫婦の間でも、ペ

ットがいるおかげで、晴れた日は外に一緒に散歩

に出かけたり、ペットが病気になれば一緒に心配

したり、一緒になって何かをする。日中の場合は、

一緒になって誰かの役に立つことをする。そうい

うことが、日中が円満にいく秘訣の一つではない

かと思います。 

 これは、以前に読んだ本の中で、2人が夜の山

道を歩いているときに、周りが真っ暗で、おなか

もすいたし、喉も渇いてきたけれども、道に迷っ

た。石ころだらけの道を 2人で歩いているときに、

遠くのほうに赤い火が見えて、そこに行けば人が

いる、そこに何とかたどり着こうとして石ころに

つまずいたり、イバラのとげで傷ついたりしてい

るけれども、おなかがすいたことも、喉が渇いた

ことも忘れてそこにたどり着こうとする、その中

に幸福があるのだよと。『幸福論』の中の一部だ

ったと思うのですが、日中関係というのも、相手

がお互い同士を見合っていれば、恋愛の時代は、

“あばたもえくぼ”でありますが、その時期が過

ぎれば、あばたはあばたにしか見えないので、何

かほかに一緒にできることを目指して共同で努

力する。同じ苦労の中で信頼関係が根付いていく

のではないかと思います。 

 （スライド 14）一緒にできることの一例がご

らんの場面のとおりで、これはほんの一例です。

省エネとか資源開発、大気汚染、環境保全、海賊

や国際犯罪・テロ対策といった犯罪との取り組み、

カンボジアなどの地雷の撤去とか、東南アジアと

かアフリカの貧困の根絶、衛生環境の悪い地域で

の上下水道の設置とか、伝染病の根絶といった人

類の役に立つこと、しかも、それを一緒にやるこ

とでどちらにとってもメリットがあることを一

緒にしていくということが、仲良くつきあってい

き、信頼関係を増進していく一つの方法になると

思います。 

 難しい問題は結論を急がない 

 （スライド 15）ヒントの 4 番目は、難しい問

題は詰めないということです。 

 これは、「アジアの知恵」と言ってもいいと思

うのですが、理屈で詰めない。横に置いておく。

まさにこれは島の問題とよく似た考え方です。難

しい問題に結論を急がない。理詰めの考え方をす

ると、回答が必ずどこかにあると思って、回答を

得ることを急いでしまうものですけれども、回答

はなくても構わないではないか。難しい問題は詰

めないで置いておこうというのがアジアの知恵

ではないかと思います。 

 （スライド 16）その知恵をよく表わしている

言葉が「難得糊塗（ナントクコト）」、糊塗は得難

しという 4文字であります。 

 これは、いまから 250 年ほど前、揚州八怪と言

われる、胡錦濤さんの田舎の揚州で活躍した鄭板

橋という画家で有名な方の言葉です。愚かなふり

をするのは難しい。聡明でいることも難しいし、

愚かでいることも難しいけれども、何が難しいか

と言えば、聡明な人が愚かなふりをすることが一

番難しいのだという、一つの人生哲学であります。 

 本当は全てがわかっているのだけれども、わか

っていないふりをする。長い時間をかけて解決し

ようとする。回答、解決を急がない。知恵がある

がゆえに愚かさを装って、表に頭の良さを出さな

いでいるということが非常に難しいのだという

中国の考え方であります。 

 これは、先ほどの渡辺淳一さんの引用で出てき

ました「鈍感力」に通じるものだと思います。 
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 私は、ある中国人に、この『鈍感力』という本

を読んで非常によかったという話を下手な中国

語でしきりに力説していましたら、「鈍感力」と

いう言葉に似たような言葉が中国にもあるよと

言われました。「鈍感力」に対応しているのが、

「難得糊塗（ナンダーフートゥー）」、糊塗は得難

しという言葉であります。 

 理詰めで詰めるのではなくて、相手の気持ちを

思いやったり、そんたくしたり、時間をかけたり、

もっと大きな利益のために小さな問題は見てみ

ぬふりをするという知恵であります。 

 日中は合わせ鏡 

（スライド 17）5番目のヒントというのは、こ

こからは割と具体的な話になるのですけれども、

歴史教育をしっかりとするということです。 

 中国にいて一番感じるのは、中国の歴史教育は

非常に徹底されているということです。特に阿片

戦争以降の 150 年間の近代の歴史は、それだけが

一つの教科になって、1年間学んでいるのに対し

て、日本は世界史の中の後ろのほう、日本史も世

界史も同じですけれども、明治維新のあたりにな

ると非常に駆け足になってしまいがちです。 

 古墳時代とか奈良時代のことは細かくやるの

に対して、近代の話になると、非常におろそかに

なっている傾向があって、ここが日本の若い人と

中国の若い人が議論をしたら、どうしてもやり込

められてしまう原因の一つになっています。同時

に、ひょっとしたら、いまの政治家の人もちゃん

と勉強しているのかなと思うことがありますが、

いずれにしても、歴史教育の大切さや過去の歴史

から学ぶことの大切さをもう一度若い人たちの

間でしっかりと共有したほうがいいのではない

かと思っております。 

 日本が歴史をおろそかにしてきたかと言えば、

そうではなくて、過去にも数々の歴史書がありま

す。 

 有名なのは、ここ（スライド 18）に書いてあ

るような『大鏡』、『水鏡』、『増鏡』、この 3 つは

三鏡と言われて、それに『今鏡』が加わって四鏡

と言われていたり、それ以外にも『吾妻鏡』とい

うように、歴史書に「鏡」という名前がつくのは、

いまの自分と未来の自分を映す鏡だからという

意味であります。 

 歴史が鏡であるのと同時に、自分のつきあって

いる友人なり周りにいる人も自分との合わせ鏡

のようなものであります。こちらが、嫌な相手だ

なと思う人は、相手も嫌だなと思っていたり、い

い人だと思う人は、相手も自分のことをいい人だ

と思ってくれたりしています。 

 日中関係は、その意味では合わせ鏡のような側

面があるのではないかと思います。 

 ここで問題なのですけれども、ここ（スライド

19）に「○○」と書いてあるのは、日本のことを

指すか、中国のことを指すか。どの言葉を置きか

えても通用するのではないかと思うような文章

になっています。読んでみますと、 

 「○○の指導者の最大の特徴は『口が達者』な

ことだ。彼らは詭弁を弄する時期と場所をうまく

選び、筋が通っていなくてももっともらしくまく

し立てることに長けている。西側世論も歩調を合

わせようとするので、彼らはしばしば世論面で機

先を制することができる」というものです。 

 「○○」は、中国の指導者と言っても納得でき

そうなところですけれども、実はこれは「人民中

国」の日本語版に出てきた日本の指導者のことを

言っております。日本の指導者の最大の特徴は口

が達者なことだというので、どちらに置きかえて

も読める。合わせ鏡のように、こちらが思ってい

ることを向こうも思っているのだなという一例

だと思います。 

 ひところ、経済大国は政治大国になるでしょう、

政治大国はいずれ軍事大国になるに違いないと

警戒されていたものですが、日本は結局、軍事大

国にはならなかったのですけれども、現在の中国

を見ていると、20 年近くほぼ 2 桁台の予算が増

強されていて、また後ほど触れますが、中国のほ

うが軍事大国なのではないかと思われる節があ

ります。 

 行き詰まったときには常に 4つの政治文書（ス

ライド 20）に戻ろうということなのですけれど

も、これは先ほどの歴史教育の重要性に関連して

いて、4つの政治文書のいずれのところにも、過

去を直視して歴史を正しく認識することの重要

性が説かれております。 

 歴史教育をするうえで最も理想的だと思うの

は、日中の共通の歴史教科書を副読本としてつく

ってはどうかということです。日本がこう考えて

いるときに、中国はどのように考えていたのかと

いうのを両論併記で書けば、子どもたちも、相手

の国には相手の国の言い分があるのだなという

ことがわかって、歴史教育の生きた参考資料にな

るのではないかと思うのです。 

 それを直ちに実施することは難しいとしても、

この 4つの政治文書をもう一度読み直して、これ

の解説文、解説書を簡単なパンフレットにして、
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子どもに読んでもらうというのは、非常に意味の

あることではないかと思っております。 

 読めば読むほど、この文書を練り上げた当時の

人の知恵と汗がにじみ出ていて、非常に参考にな

ることがたくさんあります。 

 日中関係の原点は不戦 

これ（スライド 21）は、日中関係の原点は日

中不再戦にあるのだというところで、日中共同声

明というのは 2つあるのですけれども、共同宣言

というのは一つだけ、江沢民さんの時代のものが

あります。1998 年に出たものなのですが、そこ

では、「双方は、過去を直視し歴史を正しく認識

することが、日中関係を発展させる重要な基礎で

あると考える。日本側は、1972 年の日中共同声

明及び1995年 8月15日の内閣総理大臣談話を遵

守し、過去の一時期の中国への侵略によって中国

国民に多大な災難と損害を与えた責任を痛感し、

これに対し深い反省を表明した」というのがうた

われています。 

 95 年 8月 15 日の談話というのは、村山談話で

す。最近の国会答弁で「村山談話を継承するかど

うかはわからない」という発言が飛び出したり、

「侵略の定義というのは定まったわけではない。

国によって違うのだ」という発言が出たりすると、

この共同宣言のここの箇所が何だったのだろう

と中国側に疑問を抱かせてしまうのではないか

と思います。 

 （スライド 22）その 4 つの政治文書は、文言

に少しの違いはあるのですけれども、「すべての

紛争を平和的手段により解決し武力又は武力に

よる威嚇に訴えないことを確認する」というこの

1点が共通しています。 

（スライド 23）ヒントの 6 番目は、直接会っ

て話すということであります。 

 （スライド 24）なぜそれが大事かというと、

人類の歴史の中で、クロマニョン人が現代にいる

人たちの祖先だと言われておりますけれども、現

代の人類の祖先も 20 万年ぐらいは文字を持たな

い時代を過ごしていて、文字ができたのは 5,000

年ぐらい前のことでありました。 

 文字ができたことで、亡くなった人の言葉をそ

の後生の人が読めたり、遠く離れた人の言葉が文

書によって伝わってきて学べたりということで、

時間と空間を超えたコミュニケーションが可能

になりました。文字のなかった時代は口承で伝達

するしかなかったものですから、直接相手の顔を

見て、相手の表情とか声の様子とか、そのときの

相手の健康状態など、会話の言葉以外にもさまざ

まな情報を受け取って、それをまた次の人に伝え

ていたのです。 

 文字のない時代に、言葉のみで相手に何かを伝

えるときというのは、言葉以外のものがたくさん

含まれていて、本当に怒っているのか、怒ったふ

りをしているのかという相手の息遣いや、また、

相手が健康なのか、健康でないのかという情報ま

でが言葉で伝わってきます。 

 文字のなかった 20 万年の間の遺伝子というの

は私ども人間の中にも残っていて、文字という限

定された概念以上のものを伝えようとすれば、人

と人が直接会って相手の息遣いを感じながらコ

ミュニケーションするということがとても大事

ではないかと考えます。 

 逆に私たちは、文字を持つようになったおかげ

で便利にはなった半面、誤解を生ずるきっかけに

もなりました。 

 次のものが一例であります。 

 漢字の解釈で日中に誤解も 

 （スライド 25）特に中国と日本は、世界でた

だ 2 つと言っていいぐらい漢字を使う国であり

ます。それがゆえに非常に誤解を招くことがあっ

て、例えば「毎度ご乗車有難うございます」とい

うところの平仮名は、中国の人は読めないので、

中国の人がこの漢字だけを見ると、乗車するたび

に難があるというのはどういうことだ、こういう

バスに乗っていいのだろうかと心配をします。 

 また、有名な話ですが、「油断一秒、怪我一生」

というときに、中国の見学者はこれを見て、「日

本はさすがに真面目な国だ。油が 1秒途絶えただ

けで、一生自分のことを怒ってもいいよと言って

いる」と言うのです。「怪我」というのは、「自分

を怒る」という意味です。 

 次の「熊出没注意」というのは、北海道で「熊

が出没するので、注意してください」というステ

ッカーが観光地で売られているそうですけれど

も、中国でこれを自分の車の後ろとか前に貼って

いるのをよく見かけます。 

 なぜこの「熊出没注意」を車に貼っているのか

と言えば、「熊」というのは、ぼんやり歩いてい

る通行人のことです。「出没」ではなくて、「熊出」

で切るのです。ぼんやりした人が道路に出てくる

かもしれませんよ。 

 「没」というのは、没有の「没」なのですけれ

ども、注意していない、「没注意（メイチューイ
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ー）」というのは、ぼんやりして気を付けていな

いような熊（人間）が出てくる、いつ歩行者が飛

び出してくるかわからないから、気をつけないと

いけないよということで、お互いに注意するため

のステッカーに使われております。 

 次の「親日派」というのは、日本語では悪い意

味ではありません。しかし、中国の弁論大会など

であいさつするときに、「日本語をしっかり勉強

して、皆さんはぜひ親日派になってください」と

言うと、中国の人たちは笑い出します。 

 私は恥ずかしながら、何で皆さんが笑っている

のかよくわからなかったのですけれども、それを

受けて司会の人が「私たちは親日派になるかわり

に、瀬野さんはぜひ親中派になってください」と

言ったら、拍手が沸いたのですけれども、「親日

派」というのは、どうもスパイに近いというか、

相手の国の利益を代表するような人、日本で言う

「親日」よりさらに一歩踏み込んだニュアンスの

ある言葉で、あまりいい意味では使われていない

ようなのです。 

 「親日派」に匹敵するのは「知日派」という言

葉だということをそのときに教わって、これも一

つの誤解かなと思いました。 

 「国有化」についても、もともとあの島という

のは、国のものだったのを一時期民間の人に払い

下げていて、それをまたもとの国有地に戻したと

いうことで、所有権が変わった。変えたのみなら

ず、あの島を平和に、安定的に維持管理するため

に、国有化にしておいたほうが日中両国にとって

いいことだという判断で国有化にしたのです。し

かし、中国で「国有化」と言うと、非常に実効支

配を強めて、国が直接乗り込んできて、あそこに

軍事基地をつくったりするのではないかという

心配を招いて、ああいう騒ぎになった。 

 同じ「国有化」と言っても、国が違えば、受け

とめるニュアンスにかなりの違いが出てくると

いう一例であります。 

 首脳会談と青年交流の義務化を 

（スライド 26）ヒントその 7 は、首脳会談と

青年交流の義務化をしてはどうでしょうかとい

う提案なのです。 

（スライド 27）1963 年にドイツとフランスが

エリゼ条約という独仏協力条約を結んで、その条

約の中で、年に 2回は首脳会談を開く、年に 4回

は閣僚会議、年に 15 万人の相互の青少年の交流

というのを条約の義務として決めました。今年は、

ちょうどその条約締結から 50 周年に当たってお

ります。 

 この 50 年の間に双方の国を行き来した青少年

は累計で 750 万人に上っている。 

 年に 2回の首脳会談というのも、条約の義務で

すから必ず履行されていて、それは陸続きだから

簡単に行けるということもあるのですけれども、

けんかしていて仲が悪いときでも行って、話すこ

とがなければ、黙々と御飯だけ食べて帰ってくる

ということも含めて、年に 2回は条約上の義務と

して会っていた。それが現在のＥＵ、27 カ国の

欧州連合の中核になったということから、日中も

学べることがあるのではなかろうかということ

であります。関係が悪いから会わないとか、行か

ないとか、首脳会談はしないとかというのは、条

約上の義務になっていないので可能なのですけ

れども、関係がいいときも悪いときも、とにかく

会って話をする。話をしないまでも、顔だけでも

みて相手の息遣いを感じて帰る。そういうことが

非常に大事で、それがアジアの平和とか安定にと

っても大きな役割を果たせるのではないかと思

います。 

 また、ドイツとフランスの人口というのを合わ

せれば 1億 5,000 万人ぐらいなのですが、中国と

日本の人口を合わせると 15 億人になります。ち

ょうど 10 倍です。そうすると、ドイツとフラン

スが毎年 15 万人の青少年を交流させていたので

あれば、日本と中国は、間にちょっと距離がある

としても、150 万人ぐらいの人の行き来があって

もいいのではないかと思っています。 

 （スライド 28）何が障害になっているかとい

うと、ビザではないかと思っています。ヒントそ

の 8は、もう少し中国人向けの個人観光ビザ――

中国はいま、15 日間はビザなしで訪問できるよ

うになっているのに対して、日本は、2010 年に

かなり大きく緩和されたとはいえ、時間があるか

ら気楽に日本に行ってこられるような状況には

なっていません。バックパッカーのように、若い

人が気楽に日本に来られるという環境を整えて

いくことが大事ではないかと思っています。 

 （スライド 29）モンゴルには、“聞くより、見

るほうがいい、座っているより、行くほうがいい”

ということわざがあるそうです。中国の“百聞は

一見にしかず”に通じるものですけれども、相互

理解の近道というのは、直接行って見てくる観光

ではないかなと思います。 

（スライド 30）ヒントその 9 は、ほどよい距

離感です。これは、近づき過ぎると摩擦でけんか

になる。遠過ぎると寂しくなるということです。 
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 ほどよい距離感を保て 

 これ（スライド 31）は、ショーペンハウエル

さんの「ヤマアラシのジレンマ」というのがあり

ますけれども、近づき過ぎると、ヤマアラシのと

げでお互いにつっつき合うので痛い。けれども、

離れると寂しい、相手の温かさが伝わってこない

というので、何回かつっついたり、離れたりしな

がら、最後にほどよい距離感で一緒に生活ができ

るようになるというのが、この理論であります。 

 これは夫婦の関係でも通じることで、独身時代

に一つ屋根の下で寮生活のようにほかの人と共

同生活を経験したことのある人が結婚すると、離

婚しないと言われています。 

 その理由は、ほどよい距離感が生活実感でわか

っていて、これ以上相手のプライバシーを侵害す

ると相手は怒り出すのだなとか、ここまでだった

ら大丈夫なのだということで、お互いの居心地の

いい距離感を、共同生活を通じて学んでいるから

なのです。 

 （スライド 32）最後の 10番目のヒントという

のは、100年後を想像しましょうということです。

何故 100 年かと言うと、中国はいま、「中国の夢」

というので2つの目標を掲げていて、一つは2020

年までの目標として、全面的な「小康社会」（や

やゆとりを実感できる生活）の実現を目指してい

ます。 

 中国共産党が成立してちょうど 100 年になる

のが2021年なものですから、ほぼ共産党成立100

年後ということになります。もう一つの目標は、

2050 年までにヨーロッパ並みの生活水準を実現

するということを目指しています。これは、2049

年が中国の建国 100 周年で、中国は 100 周年とい

うのを一つの目標にしているようにみえます。 

 （スライド 33）なぜ 100 年後を想像するかと

いうと、100 年後にはこうなっていたらいい。100

年待たなくても、もちろんその間に実現すること

はたくさんあるのですけれども、人間の思い、人

間が考えたことというのは必ず物質化するとい

うのが、アメリカの量子力学の学者のフレッド・

アランウルフさんの本の中に出てくるのですが、

考えていることというのは、目には見えないし、

形にあらわれないのですが、必ず目に見える形と

してあらわれるというのが、この人の説でありま

す。 

 （スライド 34）その例としてわかりやすいの

は、1901（明治 34）年に報知新聞が、20 世紀最

初の正月の特集企画として、「20世紀の預言」と

いうのを読者から募集しました。 

 （スライド 35）その預言は 23項目にわたって

いて、この内容は、昨年の暮れからことしの初め

にかけて、国立国会図書館が常設展を開いて紹介

しておりましたので、ごらんになった方もいらっ

しゃるかと思います。そのときの 23 個の預言の

中に、例えば無線電信及び電話が発達して、東京

にいながらロンドンやニューヨークの人と瞬時

に話ができたり、文字の交換ができるようになる

ということでありましたけれども、いまは携帯電

話とかパソコンでそれが可能になっています。 

 遠距離の写真転送技術というのも、遠くで起こ

った戦争の様子が、すぐにカラーで送ってこられ

て、目の前で見ているかのように地球の裏側の様

子もわかるようになるという預言で、そのころは

荒唐無稽にしか見えなかったようなことが、100

年後にはインターネットの発達とかテレビの発

達で実現しております。 

 また、空を飛ぶ軍艦とか、空を飛ぶ砲台があっ

て、空中戦が始まるだろうというのは、いまの爆

撃機だったり、戦闘機になっております。 

 また、暑寒知らず。暑さ寒さがわからないぐら

い冬の寒さや夏の暑さがなくなるでしょうとい

うのは、いまの空調で解決しているような状況で

す。 

 声が十里に届くというのも、ラジオとかマイク

とかで実現したり、写真電話というのは、声だけ

でなく、相手の顔も瞬時に映し出す電話というこ

とで、手鏡のような鏡の中に映った相手の顔を見

ながら話ができるようになるだろうという預言

で、スマートホフォンのような形で実現していま

す。 

 100 年後の日中関係を想像しよう 

100 年前の預言がいま、携帯電話で実現したり

して、思ったことは実現するというのが、この量

子力学の学者さんのお話を待つまでもなく、日常

感じるところなのです。日中関係で何が大事かと

いうと、100 年後の日中関係がどうなっていれば

幸せなのか、どうなっていれば自分たちの子孫が

幸せな時代を送れるのだろうと考えることでは

ないでしょうか。いまのようにぎくしゃくした関

係、近いのに遠い関係であっていいはずはない。

どういう関係が一番いいのだろうというのを一

人一人が頭で考えていくことが必ず形となって

あらわれるのだということが、私の 10 個のヒン

トのうちの 10番目なのです。 

 （スライド 36）最後になりますけれども、日

中関係というのは離婚も別居もできない夫婦の
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ような間柄で、仲良くするしか道はなくて、けん

かをしていれば、お互いに嫌な思いをしながら家

の中で過ごすしかない。そういうときに、イギリ

スの劇作家のオスカー・ワイルドさんの言葉に、

「夫婦間の愛情ってものはお互いが飽きそうに

なったころ、やっと湧き出してくるものなんで

す」という言葉があります。 

 日中間も、いまは、お互いの意識調査をやれば、

8割を超えるような人たちが、中国を嫌いだとか、

日本は嫌いだとかと言っていますが、いまがチャ

ンスで、ここからじわっと湧き出してくるものが

本当の意味の日中の関係ではないかと思ってい

ます。 

 闇が深いときほど暁は近いものですから、いま

のように行き詰まって出口が見えないときほど、

長期安定的な日中関係ができていくきっかけに

なるのではないかなと確信しているところです。 

 皆さまにとっては目の覚めるようなお話では

なかったかもしれませんけれども、以上で私のお

話を終わらせていただきます。 

 ご清聴ありがとうございました。（拍手） 

≪質疑応答≫ 

 司会 瀬野さん、どうもありがとうございまし

た。 

 長い中国の経験をもとにお話をいただきまし

て、非常に参考になることがありました。 

 これから質疑のほうに移りますけれども、司会

のほうから一つ質問をさせていただきます。 

 明るい未来を想像しろというのと反するかも

しれませんが、100 年後ということで、瀬野さん

の 25 年の中国体験での率直な肌感覚を知りたい

んです。 

 さあ、そのときに中国共産党の政権というのは

継続しているものなのだろうか。中国の内政の

100 年後というのは、なかなか想像がしにくいん

ですけれども、瀬野さんはどういうイメージを持

っていらっしゃるのでしょうか。 

  

瀬野 さすがに鋭いご質問だなと思います。 

 2011 年だったと思いますけれども、全人代の

委員長をしていた呉邦国さんだったと思うんで

すが、中国は 5つのことをしないのだというのを

発表されたことがあります。 

 5 つのことをしないというものの中に、複数政

党による政権交代はやらないのだとか、三権分立

と両院制はやらないのだとか、連邦制をやらない

とか、私有化はやらないといった、5つの「やら

ない」を言われて、それで中国は西側が考えてい

るような民主主義の生き方とは違う方法で国の

発展を考えているのだなということがよくわか

りました。 

 その意味では、中国共産党がいつまでもつのか

というのは、非常に予想がしづらいんですけれど

も、では、民主主義のようになるのかといえば、

民主主義だけが最もいい制度とは限らない。これ

はプラトンの『国家論』の中で、民主主義という

のは、いいものの順番から言うと、4番目か 5番

目ぐらいでして、一番いいところに行っていたの

は、たしか賢人による君主制のような制度ではな

かったかと思うんですが、いまの中国にそれに近

いような制度があるとしたら、賢人による政治と

いうのが一つの行き方かもしれないので、いまの

民主主義という価値観とはまた別の価値観が生

まれてくる可能性はあると思っています。 

 簡単には崩壊しない一党独裁 

 それはどういうものかというのは、予想は難し

いんですけれども、もう少し短期・中期的に見る

と、自民党の中にいろんな派閥があって、右から

左までいろんな利益、考え方を代表するグループ

があるのによく似てくるのではないか。 

 中国共産党の一党独裁制度がそう簡単に崩壊

するとは思えないんですけれども、その中にいろ

んな派閥のようなものができて、事実上、そうい

う人たちの意見を集約しなければ物事が決まら

ないという時代にすでに一部なっていて、集団指

導体制になっておりますが、上層部の一言で全て

が動いていくというような体制からは変わって

いくと思います。 

 

司会 ありがとうございました。それでは、会

場のほうからのご質問を受けたいと思います。 

 

 質問 私がみると、中国人も中国の政府も独善

的に物を考える伝統的な何かがあるのではない

かと思います。それは昔からそうで、孔子、孟子、

ああいう儒教ができたのは、中国に秩序というも

のを守る風習がないから、ああいうものが生まれ

たのではないかと思うのでございます。 

 いまの中国は、法律も条約も約束も何とも思わ

ない、自分の考え方がもっと大切だと言っている。

その辺のところはいかがでございましょうか。 
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 後藤朝太郎の本を読んでおりましたら、いまの

共産党ができる前、中国の政府の財源というのは、

アヘンの利益から得ているものが相当あったと。

いま、アヘンをどんなふうに扱われているのかと

いうのをおわかりになったら、お話し願いたいと

思います。 

 

瀬野 一党独裁の独裁政権、独裁的な考え方と

いうのは昔から変わっていないのではないかと

いうことでしたけれども、秩序をどういうふうに

守っていくかというのは、昔から「法三章」で、

決まりというのは、ないほうがいいのだけれども、

ないよりは 3 つぐらいあったほうがいいという

ぐらいに、人を縛るものはできるだけ少ないほう

がいいという考え方があったのではないかと思

うんです。 

 そういう観点からすれば、秩序というのは、あ

るように見えて、あってないようなことがありま

す。 

 ただ、そうは言っても、一つのまとまりとして

まとまっていられるその秘密がどこにあるかと

言えば、私は、アジア人に通じる共通な考え方、

空気を読むと言ったほうがわかりやすいかもし

れませんが、文字がなかった時代の 20 万年間と

いうのは、まさに空気を読みながら生活をしてい

て、中国の中で秩序がないかに見えるところ、約

束がすぐ破られたりというところがあるとすれ

ば、それは、空気を読みながら、一見秩序がない

かのようなところで国が成り立ってきたという

のはあるかもしれないです。 

 一つは、長きにわたって皇帝が全てを支配して

いた時代の名残があって、1人の人の言葉が常に

空気のもと、空気がつくられるのは 1人の人から

ということ、そういう意味の秩序で国が成り立っ

ていたのかなというのは、私も同じように感じる

ところです。 

 アヘンについては、いまはきちんと管理されて

いて、薬品として使われる以外に、これを嗜好品

とか、勝手に密売したりすると、非常に厳罰に処

せられております。 

 アヘンだけではなく、コカインとか麻薬の類い

のものに対する取り締まりというのは非常に厳

しいので、いま、どう扱われているかと言われれ

ば、非常に厳罰をもってコントロールされている

ということだと思います。 

 条約とか法律とかというのがあまり守られて

いないのではないかというところで、それが独善

的ではないかというご指摘でございました。一面

はそうではないかなと私も思います。 

 その理由は、国際社会との接点がいままであま

りにもなさ過ぎたというか、接点ができてからの

年月がまだ十分でなく、国際社会のルールを自分

のものにするにはまだ時間が早過ぎるというと

ころがあります。 

 2001 年にＷＴＯに入ったときに、中国語では

「入世」と書くのですけれども、ようやくそこで

国際社会の仲間入りができたというぐらいの感

覚で、2001 年のＷＴＯ加盟というのは、中国に

とっては非常に大きなエポックメーキングな出

来事だった思います。中国は、徐々に国際ルール

を理解して、それに基づいていろんな仕事をして

いこうという姿勢は強いものがありますので、も

う少し時間をかけて見ていけば、だんだん国際社

会の一員として成熟してくるのではないかなと

思っております。 

  

 質問 政治的には日中関係は非常にぎくしゃ

くしていますし、国民感情でもずれがある。確か

にそのとおりなのですけれども、経済を見ますと、

これは非常に緊密な状態にあるわけです。これは、

そう簡単に崩れるような状況にはないと思いま

す。 

 この日中の経済関係に比べて、アメリカと中国

の関係は、政治的ないろんな思惑の違いもあるの

でしょうけれども、経済的には日中経済関係にも

増して非常に緊密化してきている、非常に強固な

ものになっているという側面もあるようですが、

長い間中国にいらっしゃって、実態をどういうふ

うにお感じになっていらっしゃいますか。また、

どのように分析なさっていますか。伺います。 

 米中の考え方は近い 

 瀬野 中国人は、外見はアジア人だが思考方法

はアメリカに近いとよく言われます。中国語の文

法が英語にとてもよく似ている。主語の次にすぐ

動詞が来る。言葉が似ていることから、考え方が

非常に近いところがあるように思っていて、中国

人がアメリカ人と商売するのは快適ではないか

と私どもには映っています。 

 そういう意味で、中国とアメリカの経済関係と

いうのは、非常に発展していますし、量も多いで

すし、大きな問題もなく経営している企業が、私

の周りで聞く限りでは多かったと思います。 

 その理由は、アメリカの経営者が非常に合理的

に、中国の企業にあまり手出しをしないで、中国

のやりたいようにやらせておきながら、そこから
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利益だけを吸収するという経営方針が、日本の経

営方針と少し違っているのかもしれない。中国の

やり方がアメリカに非常に近いというところが

あると思うのです。 

 では、日中関係の経済がアメリカに比べて落ち

ているかと言えば、そこはまた逆で、地理的な関

係だったり、漢字を書けば通じるというような親

近感もあって、日中関係の経済というのは、ご指

摘のとおりで、そう簡単に崩れないと思います。

同じように米中の経済関係の緊密さ、特に私のい

た重慶とアメリカの関係というのは、昔の国民党

の人たちのつながりもあって、非常に密接なもの

があって、ご指摘のとおりではないかと思います。 

  

 質問 きょうは、とても素晴らしいお話をあり

がとうございました。 

 最初のお話の中で 35 年前の話がありまして、

ここの日本記者クラブで鄧小平さんがお話しに

なったということからお話しくださいまして、私

も昔のことを思いしながら、随分変わったなとい

うことを感じております。 

 いま、先生がおっしゃったように、当時、鄧小

平さんはここで「棚上げ」ということを言った。

これは「擺一下」という言葉ですけども、その後、

日本の政府がそれを認めたのかどうかというの

がよくわからないまま、いまは日中間には領土問

題は存在しない、あの島の問題について中国との

間で一切話し合いはしない、棚上げもしていない

という立場を日本政府はとっております。 

 この立場と当時 35 年前のときの立場というの

がちょっと違うのではないかという気がしてな

りません。 

 そういいますのは、1979年5月30日でしたか、

国会の外務委員会で、当時の外交担当の最高責任

者であります園田直外務大臣が、「鄧小平さんは

ここで『棚上げ』ということを言ったけれども、

日本政府は認めているのかどうなのか」という質

問をしておりまして、それに対して、園田外相は、

「鄧小平さんは、10 年、20 年棚上げしてもいい

と言ったけれども、私もそれでいいと思う。そう

いう認識である」という国会答弁をしていること

が記録にしっかりと残っております。 

 そうすると、どうもここの記者クラブで発言さ

れた内容というのは、日本側も認めていたのでは

ないかという気がするわけですが、いまの日本の

政府の立場というのは違います。 

 外務省で 38 年間ずっとやっておられて、しか

も 25 年間中国におられて、この経緯をずっとご

らんになっていた先生のお立場から、日本の立場

が変わったのか、それとも変わっていないのか、

その辺についてお話を伺いたいと思います。 

暗黙の了解はあった 

 瀬野 ありがとうございます。 

 私は 38 年間外務省にお世話になっていて、も

う退職したわけですけれども、退職後もいろんな

形でお世話になっています。 

 初めに申しあげるべきだったんですが、私の話

は、当然ながらどこを代表するものでもなくて、

私個人しか代表していないんです。そのうえで、

そこで棚上げがあったかどうかというのは、結論

から申し上げれば、私はそこにいたわけでもない

のでわからないんですが、暗黙の了解のようなも

のがあったのではないかなと思っています。 

 それは、記録の中でも、田中角栄総理が島の問

題を出したときに、周恩来総理が「それをいま、

ここで話すのはやめましょう」という話をされた

とか、つい最近は野中広務元幹事長のお話があっ

たりしていますけれども、その話をいまはしない

でおきましょうというときの「その話」というの

が何を指していたのかというのはわからないで

す。 

 島の領有権を指していたのか。島をめぐるごた

ごたとした話をし出したら、国交正常化も遅れる

し、条約締結も時間がかかってしまうので、そう

いう難しい話は、いまは話さないでおきましょう

というぐらいの意味ではなかったかと思います。

双方がきちんと話し合って文章なりにしたとい

うような意味での合意はなかったと思うんです

けれども、暗黙のうちに、その話は、いまはしな

いでいようということでおさまったということ

があったのではないかなと思っております。 

 

 質問 中国側が国有化ということにそれだけ

こだわるというのであれば、一遍民有化に戻して

はどうか。例えばナショナルトラストみたいなと

ころに払い下げて自然遺産にするとか、そういう

ことにしたらどうだろうか。ご意見を伺います。 

 

 瀬野 一度国のものにした後で、それをまた民

営にするということは、可能性がゼロではないと

思いますが、いま大事なことは、この問題にはも

うこれ以上触れないでいようということではな

いでしょうか。ここを国有化から私有化にしたり、

またほかの形にしたりということで、それがまた
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中国にあらぬ刺激を与えかねないと思います。 

 いま大事なのは、そっとしておくということ。

国有化は国有化でいいので、国有化にしたその意

図は、さらに実効支配を強くするという趣旨では

なくて、平和的、安定的にこの島を維持管理する

ために国有化したのだという、この言葉にうそは

ないので、これで中国を説得するしかないのでは

ないでしょうか。 

 中国の人は、できものができて、かさぶたがで

きて、ようやくそのかさぶたが治りかかったとき

に、いろんなことでそれを引っ剥がして、またも

との傷跡にしたのみならず、そこに塩まで塗って

くるという言い方をよくするんですが、かさぶた

がしっかりと治るまでは触れないというのが一

番いい方法ではないか。 

 夫婦の間でも、これに触れるとけんかになると

いうことがいっぱいあって、昔つきあっていた彼

氏の話とか、浮気相手の話をしたりすればけんか

になるので、言ってはいけないこと、触れてはい

けないことには触れない。だけど、その問題がな

いわけではない。 

 「棚上げ」というのは、そういう意味では、目

に見えないところに置くというイメージがあっ

たので、忘れたころに落ちてくるという印象があ

るんですけれども、目に見えるところにいつも置

いておいて、だけど、これに触れてはいけないの

だなと考えながらおつきあいしていく。 

 それで 10年、20年たったところで信頼関係が

しっかりできれば、ほかの方法があると思うんで

すが、いまのいまにあの島のことはもういじらな

いほうがいいのではないかなというのが私の考

え方です。 

  

 質問 多くの日本人の心の中に、中国がどこま

で強大になるかわからないという不安感、恐怖心

のようなものがあるというのは、よく言われてい

ますが、最近、これに対する反論といいますか、 

そうはならないのではないかという本を津上俊

哉さんが書かれております。『中国台頭の終焉』

という新書ですが、かなり広く紹介されており、

2020 年前に中国がＧＤＰでアメリカを抜くと一

般に言われている、そういう時代は来ないという

ふうにかなりはっきり言っておられます。 

 津上さんは、その理由として幾つか挙げられて

いるようですが、一つは、長期的には少子高齢化

が中国でもかなりのスピードで進行している。い

ままで中国の強みであった農村余剰労働力が枯

渇しつつあるというふうなことを挙げられてお

ります。 

 アメリカを追い抜き、世界 1位の経済大国にな

るという時代は中国には来ないという予測が当

たっているのであれば、中国をこれほど警戒する

必要はない、そういうことも示唆されているよう

です。 

 これに対しては、ちょっとそれは甘いのではな

いかという反論も一部で起きているようですが、

在勤体験の長い立場からごらんになって、この津

上分析をどういうふうに評価されますか。その点

を伺わせていただきたいと思います。 

中国脅威論は的を射ていない 

 瀬野 ありがとうございます。 

 中国がいままで加工貿易のような労働集約型

でやってきた時代から、いまは技術集約型として、

産業構造を少し高度なところに上げようとして

動いています。 

 その原因は、津上さんの本で書かれていたよう

に、少子高齢化が日本以上に急速に進んでいたり、

一人っ子政策で一人一人の労働力が少なくなり

つつあったりするとか、農村の労働者が減ってき

て、都市に供給できる数が減ってきているという

ようなことが指摘されております。中国自身が内

陸部の遅れた地域を抱えて、沿海部との経済格差

を縮小していくうえでの大きな悩みを抱えてい

るときに、いままで以上に経済発展をしていくと

いうのは非常に難しいことではないかと思われ

ます。 

 労働力の安いところは周辺の国にたくさんあ

る。アフリカもこれから出てくるでしょうし、中

国にかわる国がいっぱい出てくる中で、中国がど

うやって新しい経済発展を遂げるかというとき

に、技術の向上や内需の拡大におのずと限界が出

てくるので、アメリカを抜くようなところには行

かないような気が私もしております。 

 それも含めて、中国は脅威になるか、ならない

かということについては、経済の発展とは別の次

元で、中国自身はどちらかといえば自分たちを外

敵から守ることに力を注いでいる国で、自分たち

が外に打って出ることにはあまり関心がない、そ

ういう国ではないかと思います。 

 中国に長く住んでいますと、まず自分のコミュ

ニティーの範囲を明確に決めて、そこに非常に頑

丈な塀をめぐらしているということでわかるん

です。コミュニティーの団地の中でも入り口は 1

カ所しかなくて、そこは厳重に守って、それ以外

のところからいろんな人が入ってこないように
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している。 

 実は国自体も、万里の長城のような巨大な城壁

をめぐらして、ここから入ってこられないように

しようということで、防御に力点を置いた国づく

りをしている。国の成り立ち自体が防衛的ではな

いか。そういう意味でも、中国を脅威と見なすの

はあまり的を射ていないのではないかと思って

います。 

 では、どうして脅威に映るかというと、一つは、

阿片戦争以来の 150 年のトラウマがあるからで

はないかと思っています。国が弱いと他国の侮り

を受ける、事実受けてきたという記憶がいまも残

っていて、記憶が消える前に経済が発展してしま

ったのです。国民の意識が、国の急速な発展に追

いついていないようなところがあるので、時には

強気に出たり、時には先ほどのご質問のように、

国際社会での条約とか決まり事に疎かったりす

るのかなと思っています。 

 お答えになったかどうかちょっとわかりませ

ん。 

 

 司会 それでは、時間も過ぎていますので、こ

のあたりで終わりたいと思います。 

 瀬野さんからは、お人柄がにじんでいますけれ

ども、「至誠」と揮毫していただきました。どう

もありがとうございました。 

（文責・編集部）

 



中国とどう付き合うか
シリーズ３

２０１３年６月５日

日本記者クラブ

前重慶総領事

瀬野清水













「触れない」

「不渉及」



「棚上げ」

「放一放」（周総理）

「擺一下」（鄧小平）



ヒントその１

人の嫌がることはしない

「己所不欲、勿施于人」

（論語）



「どうして相手がそういうこと
をするのか、暢んびりゆっく
り考えて、相手の気持ちを
察してやる。この心の広い
鈍さこそ、生きていくうえで
の大きな力となっていくので
す。」 （渡辺淳一「鈍感力」）



ヒントその２

お互いに褒め合う

褒められることに
飢えている。



「人敬我一尺、
我敬人一丈。」

「人我を敬すること一尺なれば

我人を一丈敬せん」

（孝経）



ヒントその３

一緒に誰かの役
に立つことをする



一緒にできることの一例

省エネ、資源開発
大気汚染、環境保全
海賊・国際犯罪・テロ対策
地雷撤去、貧困根絶
上下水道の設置
伝染病の根絶



ヒントその４

難しい問題は

詰めない



アジアの知恵

難得糊塗
「聡明難、糊塗難、由聡明転入糊塗更難。」

「愚かなふりをするのは難しい」
聡明でいるのは難しい、愚かでいるのは難しい、
聡明から愚かに転ずるのは更に難しい。

鄭板橋



ヒントその５

歴史教育を

しっかりとする



日本の歴史書

大鏡、水鏡、増鏡（三鏡）
今鏡（四鏡）、吾妻鏡

歴史は鏡。
人と人も合わせ鏡。



合わせ鏡の一例：
○○は中国？日本？

「○○の指導者の最大の特徴は「口が
達者」なことだ。彼らは詭弁を弄する時
期と場所をうまく選び、筋が通っていな
くてももっともらしくまくし立てることに長
けている。西側世論も歩調を合わせよ
うとするので、彼らはしばしば世論面で
機先を制することができる。（中略）」



四つの政治文書

１９７２年 日中共同声明
１９７８年 日中平和友好条約
１９９８年 日中共同宣言
２００８年 日中共同声明



日中関係の原点は「日中不再戦」

双方は、過去を直視し歴史を正しく認識す
ることが、日中関係を発展させる重要な基
礎であると考える。日本側は、１９７２年の
日中共同声明及び１９９５年８月１５日の
内閣総理大臣談話を遵守し、過去の一時
期の中国への侵略によって中国国民に多
大な災難と損害を与えた責任を痛感し、こ
れに対し深い反省を表明した。

（日中共同宣言）



四つの政治文書の共通点

すべての紛争を平和的手段
により解決し及び武力又は
武力による威嚇に訴えない
ことを確認する。

（日中平和友好条約第２条）



ヒントその６

直接会って

話すこと



人類の歴史
• 文字ができたのは５０００年前

• ２０万年は文字のない時代

• 文字ができるまでは直接話すことが
唯一の情報伝達手段

• 文字の発明によって時空を超えたコ
ミュニケーションが可能に

• 相互誤解の原因にも



漢字による誤解の一例

•毎度ご乗車有難うございます

•油断一秒、怪我一生

•熊出没注意

•親日派

•国有化



ヒントその７

首脳会談と青年交流

の義務化
（エリゼ条約から学べるもの）



独、仏の経験から学べるもの

•年に２回の首脳会談

•年に４回の閣僚会談

•年に１５万人の青少年交流

•今年はエリゼ条約５０周年

• この間、交流を経験した若者は７
５０万人に



ヒントその８

中国人向け個人
観光ビザの発給条
件の一層の緩和



相互理解の近道は観光

聞くより、見るほうがいい

座っているより、行くほう
がいい

（モンゴルのことわざ）



ヒントその９

ほどよい距離感



ヤマアラシのジレンマ
（ショーペンハウエル）

共同生活の経験者は
離婚率が低い



ヒントその１０

１００年後を

想像する



思いや考えは
物質化する

（フレッド・アランウルフ）



「二十世紀の豫言」

１９０１年（明治３４）、２０世紀最
初の正月の報知新聞に掲載さ
れた企画記事。

「預言」は２３項目。１２が実現、
５が一部実現



「予言」の例

無線電信及電話
遠距離写真転送技術
空中軍艦・空中砲台
暑寒知らず
人声十里に達す伝声機

写真電話（声だけでなく相手の顔
も瞬時に映し出す電話）



終わりに
日中は離婚も別居もできない夫婦
のような間柄。仲よくするしかない。

「夫婦間の愛情ってものはお互いが飽き
そうになったころ、やっと湧き出してくるも
のなんです。」

オスカー・ワイルド




